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1 序文 

近年，安心して充実した生活を送ることのできる高齢期，いわゆる心豊かな長寿社会を築くた

めには，高齢者が地域社会へ参加することが重要とされている．高齢者の社会活動への参加は，

これまで培ってきた経験や能力を生かして社会に貢献する機会でもあり，学問的には高齢者にお

ける生産的活動（productive activity）の概念が言われている．生産的活動の枠組みは，有償労働

だけではなく，無償労働，ボランティア活動等であり，サクセスフル・エイジングを導く重要な

要因とされる．では，このような社会参加の促進に繋がるボランティア活動は，高齢者の健康に

有益なのだろうか． 

研究デザインとしてまだ横断研究のほうが多くみられるものの，欧米では近年，高齢者のボラ

ンティア活動が健康に与える効果を検証した縦断研究の報告が増えつつある．しかし，ボランテ

ィア活動の身体的健康に及ぼす影響を調べた研究は精神的健康に比べて比較的に少なく，日本に

おける高齢者のボランティア活動に関する研究は数少ないのが現状である． 

一方，ボランティア活動の健康への効果における関心が高まるとともに，近年，ボランティア

の適切な活動時間に関する議論が行われてきた．先行研究によると，ボランティアの活動時間が

長いほど健康状態が維持または向上する結果と，ある程度の活動時間で健康における効果が軽減

する結果が報告されており，一致した知見は得られていない． 



そこで，本研究では，日本の都市部に居住する高齢者を対象とし，ボランティア活動が 3年後

の健康状態の予測要因であるかを検討し，さらにボランティアの活動時間が健康に与える影響を

明らかにすることを目的とした．仮説は以下の 2点である． 

仮説 1．ボランティア活動への参加は高齢者の健康と正の関係である． 

仮説 2．ボランティアの活動時間が高齢者の健康に及ぼす影響は線形関係であるが，ある程度

の活動時間を過ぎると曲線的となり，健康に対する影響の仕方は弱まる． 

 

2 方法 

 2.1 調査対象 

初回調査（W1）は 2001 年 11 月，東京都 A 市に在住する 60～74 歳の在宅男女高齢者におい

て，1,000名を無作為抽出した．そして，W1の回答者 593名を対象に，3年後に追跡調査（W2）

を実施した． 

 

2.2 調査項目 

ボランティア活動：『つどいやグループに属して，自分から他人や社会のために行う活動』と

定義した．2000 年の NPO 法における 12 分野および先行研究を参考とし，調査時点で，参加し

ているボランティア活動を全て選んでもらい，一つでもボランティア活動に参加していると答え

た人を『活動者群』，参加していない人を『非活動者群』とした．なお，両調査時の活動状況に

より組み合わせをし，初回調査から追跡調査まで活動を続けた人を『活動継続群』，活動を辞め

た人を『活動中止群』，活動をし始めた人を『活動開始群』，全く活動をしたことがない人を『活

動未経験群』とした． 

ボランティアの活動時間：W1時の活動者群に対して，主に行っている活動を聞き，参加頻度

や 1回あたりの活動時間を尋ね，ボランティアにおける年間の総活動時間を算出した． 

健康指標：従属変数である健康指標として，主観的健康感，活動能力（老研式活動能力指標），

主観的幸福感（PGCモラール・スケール）を用いた． 

その他：ボランティア活動以外の生産的活動として，「孫の世話などの家事」，「趣味・学習活

動」，「家族介護」の程度と，「就労」の有無を尋ねた．その他，性，年齢，世帯類型，学歴，経

済状況を尋ねた． 

 

2.3 分析方法 

W2 に回答が得られた人（以下，W2 回答者）と非回答者に分け，W1 の諸変数における分布

を比較した．また，W1時の活動者群と非活動者群に分け， W1諸変数との比較を行った．  

次いで，W1 調査時の活動者群と非活動者群に対し，群間における W1，W2 調査時の健康状

態を比較し，活動者群と非活動者群のそれぞれの群内において，健康状態の W1と W2における

経年的変化を検討した．また，W1とW2の活動状況により，活動継続群，活動中止群，活動開

始群，活動未経験群の割合を示した． 



最後に，3年後の健康状態におけるボランティア活動の予測因子としての影響を検討するため，

一変量分散分析によるパラメーター推定値を求めた．従属変数として主観的健康感，活動能力，

主観的幸福感の 3つの健康指標を投入した．統制変数として性，年齢，世帯類型，学歴，経済状

況，家事，介護，趣味・学習活動，就労状況を選択し，そして W1 健康指標の 3 つを投入した．

なお，仮説 2のボランティア活動時間の健康指標における影響を検討するため，活動時間の分け

方により 3つのモデルを設定した．非活動者群を参照グループにし，活動時間の中央値，三分位，

対数変換した値における標準化係数の変動を検討した．さらに，健康に有効である適切なボラン

ティア活動時間を探るため，追跡調査時の健康状態における予測値を算出した上で，ボランティ

ア活動時間との検討を行った．ボランティアの年間活動時間に関しては，臨床的に適用しやすい

数値として，非活動者（0），週に 0.5 時間（年間 1～26時間），週に 1時間（年間 26.1～52時間），

週に 1時間超と分類した．統計的検討の際には，一元配置分散分析の tukey法を用いた多重比較

を行った． 

 

3 結果 

W1の回答率は 59.3％，W2では送付した対象者に対して 65.3％（387名）であった．W2の回

答者と非回答者を比較すると，平均年齢では回答者 66.7 歳，非回答者 67.2 歳，性別は男性がそ

れぞれ 50.9％，42.7％であり，統計的な有意差はなかった． 

W1の時点で，ボランティア活動に参加していると答えた人は 27.2%であった．  

W1時のボランティア活動の有無と W1およびW2時の健康指標との比較を行った結果，活動

者群は非活動者群に比べ，W1，W2 両時点での主観的健康感，活動能力が有意に高かった．な

お，活動者群ではW1時より W2時，主観的健康感と活動能力が維持されていることに対し，非

活動者群では有意に低下する傾向が見られた．主観的幸福感における有意差はみられなかった． 

W2時，活動継続群は 77.9％に対し，活動中止群は 22.1％であった．また，活動開始群は 12.9％

に対し，活動未経験群は 87.1％であった． 

ボランティアの活動時間に関しては，中央値は 52時間であり，三分位の場合，第 1三分位値

は 35.8時間，第 2三分位値は 90.0時間で分けられた．  

W2 時の健康指標を従属変数として一変量分散分析によるパラメーター推定値を算出した結

果，主観的健康感の場合，女性で，W1時に趣味・学習活動をしていた人ほど，主観的健康感が

高かった人ほど，W2の主観的健康感が高い傾向がみられた．ボランティア活動では，活動者群

が非活動者群に比べて主観的健康感が高かった．活動時間の場合，35.8時間超の活動をしていた

人は，非活動者群と比べて主観的健康感が高く，活動時間が長いほど，緩やかな上昇傾向が確認

された．  

活動能力の場合，W1時に年齢が若く，趣味・学習活動をしていた人ほど，また活動能力が高

かった人ほど，W2の日常生活の活動能力が高い傾向がみられた．ボランティア活動では，活動

者群は非活動者群に比べて日常生活の活動能力が高かった．活動時間の場合，90 時間超の活動

をしていた人は非活動者群と比べて，日常生活の活動能力が高く，活動時間が長いほど，緩やか



に上昇する傾向が確認された．  

主観的幸福感の場合，W1調査時の主観的幸福感のみ W2調査時の主観的幸福感と有意な差が

みられた． 

また，活動時間の健康における検討により，非活動者に比べて，年間 52時間（週 1時間）超

のボランティア活動を行う人で，主観的健康感が高いことが確認された．日常生活における活動

能力でも同様な結果が得られた． 

 

4 考察および結論 

本研究の結果，ボランティア活動の参加は W1の他の生産的活動，健康状態，性，年齢，世帯

類型，経済状況，学歴を制御しても，3年後の主観的健康感および活動能力に有意な差がみられ，

ボランティア活動が健康に有効であることが明らかになった．ボランティアの活動時間と健康と

は曲線的変化がみられ，ボランティア活動時間が長いほど，健康状態における影響は弱まり，仮

説 2 を支持する結果がみられた．さらに，活動時間と健康との検討により，年間 52 時間（週 1

回）超の活動を行うことが健康に有効であることが示された．今回の調査ではボランティアの活

動時間に関する回答に正の歪みがあり，また，活動者数が少ないため，長時間の活動における効

果を示すことはできず，今後，詳細な検討が必要と考えられる．  

本研究により，高齢者のボランティア活動の健康における有効性は示されたものの，そのメカ

ニズムは未だに不明な点が多い．健康とボランティア活動については双方向性の可能性も指摘さ

れ，今後，3 時点以上の調査データを用いた分析が必要である．また，多様な健康指標および，

社会，心理，医学的変数を考慮した研究の蓄積により，ボランティア活動の健康におけるメカニ

ズムの解明が可能と考える．ボランティア活動のような不規則的行動の量と頻度を正確に測るこ

とは難点が多く，活動の測定における方法論の確立に向けた調査研究の発展が期待される． 

本研究は，日本の都市部の高齢者を対象としたボランティア活動や社会参加が活動者自身の健

康にどのような影響を与えるか，その意義を示す上で有益な基礎研究であり，高齢者に対する社

会参加の一環としてのボランティア活動を推進するにあたって，一定の科学的根拠を与えたと考

える．健康状態の良好なうちからある程度のボランティア活動に参加できるよう，多様な活動機

会の提供が望ましいことが示唆された． 


